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豊
か
な
市
民
生
活
を
実
現
す
る
た
め

使
っ
た
お
金
は
２
６
７
億
６
８
９
７
万
４
千
円

財
政
事
情
の
公
表
は
、
市
の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
財
政
状
況

が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
示
す
の
が
決
算
で
す
。

平
成
19
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
決
算
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

企
画
財
政
課

一
般
会
計

●
８
億
４
４
９
７
万
３
千
円
の
黒
字

19
年
度
は
歳
入(

市
に
入
っ
た
お

金)

が
２
７
７
億
２
８
９
０
万
４
千

円
、
歳
出(

市
が
使
っ
た
お
金)

が
２

６
７
億
６
８
９
７
万
４
千
円
で
し
た
。

こ
の
結
果
、
19
年
度
中
の
事
業
で

20
年
度
へ
延
び
た
も
の
に
充
て
る
た

め
に
繰
り
越
す
財
源
１
億
１
４
９
５

万
７
千
円
を
差
し
引
く
と
、
８
億
４

４
９
７
万
３
千
円
の
黒
字
で
し
た
。

黒
字
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
が
約
１
億
８
０
０
０
万
円
、
土

地
区
画
整
理
事
業
費
が
約
１
億
９
０

０
０
万
円
、
筑
紫
野
・
小
郡
・
基
山

清
掃
施
設
組
合
の
負
担
金
が
約
１
億

４
０
０
０
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
額

を
下
回
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

ま
た
、入
札
減
な
ど
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
限
り
翌
年
度
へ
送
る
こ
と
に

よ
り
、
翌
年
度
の
財
源
と
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

歳
入(

市
に
入
っ
た
お
金)

19
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
２
７
７

億
２
８
９
０
万
４
千
円
で
前
年
度
に

比
べ
１
２
５
０
万
５
千
円
の
減
収
と

な
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
市
税
が
45
・
５
％(

１

２
６
億
１
６
７
９
万
３
千
円)

を
占

め
て
お
り
、
次
い
で
地
方
交
付
税

13
・
２
％(

36
億
７
０
７
８
万
９
千

円)

、
国
庫
支
出
金
10
・
６
％(

29
億

４
９
９
５
万
５
千
円)

、
繰
越
金

７
・
１
％(

19
億
７
１
４
２
万
１
千

円)

、
市
債
５
・
１
％(

14
億
１
５
０

７
万
６
千
円)

、
県
支
出
金
４
・

９
％(

13
億
５
８
４
３
万
４
千
円)

な

ど
で
す
。

な
お
、
市
税
の
う
ち
、
目
的
税
は
、

入
湯
税
８
６
１
万
４
千
円
、
都
市
計

画
税
８
億
５
７
５
７
万
５
千
円
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
充

て
ま
し
た
。

●
自
主
財
源
は
60
・
３
％

歳
入
の
中
で
市
税
・
財
産
収
入
・

繰
入
金
・
繰
越
金
な
ど
、
市
が
自
主

的
に
収
入
で
き
る
財
源
を
自
主
財
源

と
い
い
ま
す
。
こ
の
自
主
財
源
は
、

歳
入
全
体
の
60
・
３
％(

１
６
７
億

１
９
７
８
万
９
千
円)

で
、
前
年
度
の

56
・
３
％
よ
り
割
合
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

自
主
財
源
に
対
し
、
国
・
県
支
出

金
や
地
方
交
付
税
、
市
債
な
ど
は
依

存
財
源
と
い
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
場
合
、
自
主
財

源
が
多
い
ほ
ど
行
政
活
動
の
自
主
性

と
安
定
性
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

歳
出(

市
が
使
っ
た
お
金)

歳
出
総
額
は
、
２
６
７
億
６
８
９

７
万
４
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
９
億

９
８
９
８
万
７
千
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

●
福
祉
の
向
上
に
91
億
円

歳
出
の
中
で
最
も
大
き
い
も
の
が

民
生
費
の
90
億
５
８
８
０
万
５
千
円

で
歳
出
総
額
の
33
・
８
％
を
占
め
、

前
年
度
に
比
べ
９
・
２
％(

７
億
６

４
３
６
万
４
千
円)

増
加
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
と
し
て
、
老
人
福
祉
費
・

老
人
医
療
費
15
億
２
１
０
０
万
７
千

円
、
身
体
障
害
者
福
祉
費
・
障
害
者

自
立
支
援
事
業
費
７
億
５
８
０
４
万

７
千
円
、
児
童
扶
養
手
当
・
乳
幼
児

医
療
対
策
費
な
ど
の
児
童
福
祉
費
33

億
１
５
１
０
万
９
千
円
、
生
活
保
護

費
17
億
９
０
６
万
４
千
円
な
ど
、
福

祉
向
上
に
最
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

●
市
政
運
営
に
40
億
円

総
務
費
は
40
億
７
４
３
万
円
で
歳

出
総
額
の
15
・
０
％
で
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
庁
舎
や
市
の

財
産
な
ど
を
管
理
す
る
財
産
管
理
費

15
億
２
７
３
７
万
７
千
円
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
な
ど
を
管
理
運
営
す
る
電
子

計
算
組
織
管
理
運
営
費
２
億
６
６
３

４
万
２
千
円
な
ど
、
市
政
運
営
に
必

要
な
経
費
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

●
都
市
基
盤
整
備
に
28
億
円

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
土
木
費
は
28
億
４
４
２

４
万
３
千
円
で
歳
出
総
額
の
10
・

６
％
を
占
め
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、
筑
紫
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
費
６
億
６
８
４

７
万
２
千
円
、
道
路
や
橋
の
新
設
・

改
良
な
ど
の
道
路
橋
梁
費
３
億
５
４

２
万
９
千
円
、
道
路
・
河
川
・
公
園

な
ど
の
維
持
管
理
費
２
億
７
２
４
６

万
２
千
円
な
ど
都
市
基
盤
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

●
教
育
環
境
の
充
実
に
25
億
円

教
育
費
は
25
億
４
８
７
７
万
１
千

円
で
歳
出
総
額
の
９
・
５
％
を
占
め

ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、
小
・
中
学
校

の
整
備
・
管
理
運
営
費
９
億
１
４
７

万
９
千
円
、
生
涯
学
習
活
動
の
充
実

を
目
的
と
し
た
生
涯
学
習
費
10
億
６

８
９
１
万
５
千
円
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や
管
理
運
営
な

ど
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費

１
億
７
４
０
５
万
３
千
円
な
ど
、
教

育
環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

●
保
健
衛
生
・
生
活
環
境
に
25
億
円

衛
生
費
は
25
億
３
０
７
８
万
７
千

円
で
、
歳
出
総
額
の
９
・
５
％
で
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
ご
み
・
し
尿

処
理
な
ど
の
清
掃
費
17
億
１
３
１
４

万
３
千
円
、
健
康
診
査
な
ど
の
予
防

費
２
億
５
５
１
８
万
１
千
円
、
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
費
１
億
２
８
０

万
７
千
円
な
ど
、
保
健
衛
生
や
生
活

環
境
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
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市
債(

市
の
借
金)

市
債
と
は
、
市
が
事
業
を
行
う
た

め
に
資
金
を
調
達
す
る
一
つ
の
手
段

で
、市
の
借
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

下
水
道
・
学
校
・
公
園
・
道
路
整

備
・
施
設
整
備
な
ど
、
豊
か
な
地
域

社
会
づ
く
り
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
の
資
金
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、建
設
時
に
集
中
す
る
負
担
を
、

施
設
を
利
用
す
る
後
の
世
代
に
も
負

担
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
世
代
間
の

負
担
の
公
平
を
確
保
す
る
た
め
で
す
。

●
市
民
一
人
当
た
り
約
34
万
円

19
年
度
末
の
市
債
の
残
高
は
、
３

３
４
億
５
２
６
６
万
２
千
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
４
・
５
％
、
15
億
７

４
５
９
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
33
万

８
千
円
と
な
り
ま
す
。

基
金(

市
の
預
金)

基
金
と
は
、市
が
将
来
に
備
え
て
、

特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金
を
積
み

立
て
ま
た
は
運
用
す
る
資
金
で
、
市

の
積
立
預
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
市
民
一
人
当
た
り
約
７
万
円

19
年
度
末
の
基
金
の
残
高
は
、

65
億
７
０
８
９
万
２
千
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
14
・
２
％
、
８
億
１
５

２
０
万
４
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
市
民
一
人
当
た
り
に
す
る

と
６
万
６
千
円
に
な
り
ま
す
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
が
特
別
会

計
で
す
。

19
年
度
の
特
別
会
計
は
、
全
体
で

歳
入
が
２
０
９
億
６
７
６
２
万
７
千

円
、
歳
出
が
２
０
７
億
６
３
５
３
万

１
千
円
で
し
た
。

こ
の
う
ち
介
護
保
険
事
業
の
決
算

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
事
業

歳
入
は
42
億
６
０
６
６
万
２
千

円
で
、
内
容
は
介
護
保
険
料
や
介
護

給
付
費
交
付
金
な
ど
で
す
。
歳
出
は

42
億
２
１
６
１
万
５
千
円
で
、
主

な
も
の
と
し
て
、
介
護
保
険
施
設
を

利
用
し
た
場
合
の
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
18
億
７
９
１
７
万
６
千

円
、
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
な
ど
を

利
用
し
た
場
合
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
11
億
７
６
２
７
万
２
千

円
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
を
利
用

し
た
場
合
の
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
３
億
３
５
９
万
２
千
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平平成成1199年年度度 一一 般般 会会 計計

※四捨五入
の関係で
端数が合
わない場
合があり
ます。
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公
営
企
業
会
計

水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
は
、
公

営
企
業
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業

水
道
事
業
で
は
、
市
民
生
活
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
水
を
低
廉
で
衛

生
的
に
、
安
全
に
供
給
で
き
る
よ
う

に
施
設
の
改
良
事
業
を
行
い
、ま
た
、

経
営
の
健
全
化
に
務
め
て
い
ま
す
。

●
収
益
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
経
営
成
績
と
も
い
わ

れ
る
収
益
的
収
支
は
、
収
入(

水
道

料
金
収
入
な
ど)

が
18
億
５
４
２
６

万
９
千
円
、
支
出(

浄
水
を
買
う
た

め
の
費
用
な
ど)

が
17
億
６
１
１
９

万
４
千
円
で
、
19
年
度
は
５
４
１
７

万
２
千
円
の
純
利
益
が
生
じ
ま
し
た
。

●
資
本
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
資
産
状
況
を
見
る
資

本
的
収
支
は
、
収
入(

負
担
金
な
ど)

が
９
３
１
万
５
千
円
、
支
出
が
６
億

７
２
７
５
万
２
千
円
で
、
水
道
管
の

維
持
管
理
・
配
水
管
布
設
工
事
、
企

業
債
の
償
還
な
ど
に
充
て
ま
し
た
。

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業
で
は
、
健
康
で
快
適

な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
整
備
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

●
収
益
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
経
営
成
績
と
も
い

わ
れ
る
収
益
的
収
支
は
、
収
入(

下

水
道
使
用
料
な
ど)

が
19
億
８
９
５

８
万
２
千
円
、
支
出(

流
域
下
水
道

維
持
管
理
負
担
金
な
ど)

が
18
億
７

１
８
４
万
１
千
円
で
、
19
年
度
は
、

８
３
３
９
万
６
千
円
の
純
利
益
を
生

じ
ま
し
た
。

●
資
本
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
資
産
状
況
を
見
る
資

本
的
収
支
は
、
収
入(

企
業
債
、
国
庫
補

助
金
な
ど)

が
９
億
５
８
３
７
万
５
千
円
、

支
出
が
17
億
６
２
７
６
万
２
千
円
で
、

公
共
下
水
道
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

※
金
額
に
つ
い
て
は
、
四
捨
五
入
の
関
　

係
で
端
数
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

基金(積立金)の状況

特別会計決算状況 ( )内は18年度決算額

( )内は18年度決算額

公営企業会計決算状況 (消費税等込)
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平
へい

成
せい

19年
ねん

度
ど

決
けっ

算
さん

に見
み

る筑
ちく

紫
し

野
の

市
し

の状
じょう

況
きょう

は
財政状況の分析

市
の
財
政
の
状
態
を
測
定
す
る
も
の
に
、
次
の

よ
う
な
指
標
が
あ
り
ま
す
。

①
財
政
力
指
数

財
政
力
指
数
と
は
、
市
税
な
ど
自
治
体
の
標
準

的
な
収
入
で
合
理
的
に
行
政
を
行
っ
た
場
合
に
ど

こ
ま
で
必
要
経
費
が
ま
か
な
え
る
か
を
測
定
す
る

指
数
で
、
数
値
が
「
１
」
に
近
く
「
１
」
を
超
え

る
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

19
年
度
の
本
市
の
財
政
力
指
数
は
、
０
・
７
３

２
で
前
年
度(

０
・
７
１
７)

よ
り
や
や
上
昇
し
て

い
ま
す
。

②
経
常
収
支
比
率

支
出
の
う
ち
、
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費(

借

金
の
返
済)

な
ど
、
義
務
的
性
格
の
継
続
的
・
固
定

的
な
経
費
を
経
常
的
経
費
と
い
い
、
収
入
の
う
ち
、

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
経
常
的
に
収
入
さ
れ
、

使
い
道
が
限
定
さ
れ
な
い
一
般
財
源
を
経
常
一
般

財
源
と
い
い
ま
す
。

経
常
的
経
費
に
充
て
る
経
常
一
般
財
源
の
割
合

を
経
常
収
支
比
率
と
い
い
、
財
源
に
余
裕
が
あ
る

か
ど
う
か
を
測
定
す
る
指
標
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
比
率
が
70
〜
80
％
で
あ
れ
ば
健
全
財
政
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
数
値
は
、
19
年
度
は
90
・
７
％
と
な
り
、

前
年
度
の
88
・
０
％
を
上
回
り
ま
し
た
。
今
後
さ

ら
に
経
常
経
費
の
抑
制
を
可
能
な
限
り
行
う
こ
と

に
よ
り
、
財
政
の
健
全
化
に
努
力
を
し
て
い
き
ま

す
。

③
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
に
よ
　

る
四
指
標

平
成
19
年
度
決
算
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
財
政

健
全
化
法
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状

況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
次
の
四
つ
の
指
標
を
公
表
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
四
指

標
の
比
率
が
基
準
よ
り
悪
く
な
れ
ば
、
財
政
健
全

化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
財
政

健
全
化
・
財
政
再
生
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

(1)
実
質
赤
字
比
率

そ
の
年
度
に
歳
入
の
不
足
に
よ
り
支
払
う
べ
き

債
務
を
繰
り
延
べ
た
り
、
執
行
す
べ
き
事
業
を

繰
り
越
し
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
を
含
め

た
赤
字
の
深
刻
度
を
示
す
指
標
を
実
質
赤
字
比

率
と
い
い
ま
す
。

本
市
で
は
19
年
度
は
対
象
の
会
計
が
と
も
に
黒

字
決
算
の
た
め
、「
－
」
の
マ
ー
ク
で
表
示
し

て
い
ま
す
。

(2)
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
て
の
会
計
の
赤
字
・
黒
字
の
要
素
を
合
算

し
、
市
全
体
と
し
て
見
た
収
支
に
お
け
る
資
金

の
不
足
の
深
刻
度
を
把
握
す
る
指
標
を
連
結
実

質
赤
字
比
率
と
い
い
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率
と
同
様
に
、
対
象
の
会
計
が
と

も
に
黒
字
決
算
の
た
め
、「
－
」
の
マ
ー
ク
で

表
示
し
て
い
ま
す
。

(3)
実
質
公
債
費
比
率

市
の
一
般
会
計
な
ど
の
支
出
の
う
ち
、
義
務
的

に
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
で
あ
る
公

債
費
や
公
債
費
に
準
じ
た
経
費
が
標
準
財
政
規

模(

市
の
標
準
的
な
一
般
財
源
の
収
入
額
を
示

す
も
の)

に
比
べ
て
ど
の
程
度
の
負
担
と
な
る

の
か
を
把
握
す
る
実
質
公
債
費
比
率
は
、
13
・

３
％
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
比
率
が
25
・
０
％
を
超
え
る
と
、
財
政
の

早
期
健
全
化
の
た
め
の
財
政
健
全
化
計
画
を
定

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(4)
将
来
負
担
比
率

地
方
公
社
や
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
負
債
も
含

め
、
決
算
年
度
末
時
点
で
の
市
に
と
っ
て
の
将

来
負
担
の
程
度
を
把
握
す
る
将
来
負
担
比
率

は
、
73
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
比
率
が
３
５
０
・
０
％
を
超
え
る
と
、
財

政
の
早
期
健
全
化
の
た
め
の
財
政
健
全
化
計
画

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

財
政
状
況
の
分
析

市債の発行状況 ( )内は18年度決算額

※四捨五入の関係で端数が合わない場合があります。


